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成体の各臓器には、恒常性を維持するための多細胞間・多臓器間ネットワークが存在します。この
システムは、体の生理変化や組織損傷に応じてダイナミックに変化し、組織のリモデリングや修復を
誘導します。当研究室では、「妊娠」「肥満」「炎症疾患」における臓器リモデリング・適応機構につい
て研究しています。1細胞遺伝子発現解析、細胞系譜解析、生体イメージング解析、CRISPR遺伝子
ターゲテイング手法などを用いて、血管/神経/免疫/間質/上皮細胞等からなる異種細胞間ネット
ワークが、液性因子や組織内の力場を感知して臓器の形態と機能を変化させるメカニズムを明らか
にします。妊娠期の母体臓器リモデリングが、胎児の発生や成長後の疾患に関わる可能性につい
て検証を進めるとともに、母体リモデリング機構を利用した「老化・肥満」や「炎症疾患」に対する新し
い再生医療・組織修復技術の開発を目指します。
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